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研 究 分 野

コンピュータ・ネットワークのない世界など．
考えることもできない現代で，重篤なネット
ワーク障害が起きてしまったとき，それを直ち
に検知し対処するための情報を提供するシステ
ムを考えています．

ネットワークでコンピュータがつながるために
は，「○宛ての情報は△に送る」という経路情
報のやり取りが必要です．普段やりとりしてい
るこの情報のみを使って，障害の程度の⼤⼩や
どこで障害が発⽣しているかを知ることができ
ます．
たくさんのコンピュータが1⽇あたり95万経
路の情報を流します．その経路情報の流れ⽅か
ら，今ネットワークで発⽣した障害についての
情報を読み取ることが可能なことを使って，プ
ログラムに監視させることができます．

たくさんの相⼿とつながっている（図中⾚の線）少数のコンピュー
タと，1つしか接続先のない（図中⿊の線）たくさんのコンピュータ
から構成されるコンピュータ・ネットワークにはその接続状態に偏り
があります．ネットワークの接続状態の可視化にも取り組んでいます．


